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本紙は女性による平和

と平等を推進します
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国
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人
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⑤現金 ・切手 ・接告書

で宵電車内

1年 3.000同
噴き斜とも3
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」
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f昭和46年7月30白書邑符第3種郵便物書軍司う
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婦人新聞

らも

国受き

「
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」
が
多
い
希
望
の
奉
仕
活
動

継
続
勤
務
も
だ
ん
然
多
\-'~ 

(三井の年金自動受取川

E国厚生年金は支払月の1目、国民
年金は支払月の6日に、あなたさまの預

金口座に振込まれますL

E回自動受取りですから、支払通知
陀の未必・紛失などに~\をつかう必要

( 
・年金(老齢年金)の受取りは、

何歳から?

「厚生年金」は男子60歳、女子55説。

(ただし在職中の方は65蔵から、また月

ljえによっては60議からても受取れます二)

「国民年金」は65，.請し

・2手金を受取る手続は?

王子金裁定消*去をご提出〈ださ凡

rf'手生年金」は社会保険事務所。

「国民年金」は市区町村役場。

・裁定請求書の提出を忘れてし、たら?

お早めに子就きをして〈だきL、
5年目ijまで、iまさかのぼって受取れるのが

一般的てもた

，ご存知ですか?

はありません。

臨調三弁キャッシュカードをご利用

になれば、三井銀行全腐のほか図

マークの現金自動支払機約200か所

て:年金が受取れます二

E悶振込まれたその日からや1]，1官、がつ
きますL

・国民年金保険科の釘払込みには、三井のさロ(一
筋支Jl;を除()をご利用ください。

@三井銀符

秋の消費生活展

は千麦
メー切な員tj忘~~l"-丸
年金のお受取りは〈三井の年金自動受取り〉をご利用くださL、。

.~ト金についての ;.. "Jlい合わせは、三井銀行~:h邸(~03・ 501 ・1111内機2218)まで、とうそL

v 

女お知らせ:本鹿営業部三井物産ヒル出張所、本日オープン。
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手
伝
え
な
い
か
」
E
る
い
宮
出
一
き
と
か
ら
、
ざ
す
の
も
の
は
無
一
え
星
第
四
去
を
の
問
哲
一
宅
し
ょ
品
に
つ
い
て
志
望

「
私
去
は
草
苦
雪
解
レ
が
一
究
会
が
、
E
り
嗣
ん
で
き
奈
馳
を
じ
一
て
き
た
・
一
菜
室
草
d
J
U
Y
を
慣
用
し
て
一
提
起
さ
れ
て
い
t
た
・
一
古
式
要
望
夏
、
ァ
ミ
議
選

E

F

、

朝

お

ら

に

は

穴

2

3

3

f

・
2

寺

一

宮

同

信

、

豊

崎

重

喜

一

1

1

1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

一

2

2

2

柑

警

告

材
料
日
刊
誌
心
炉
問
一
日
れ
は
日
時
つ
ま
た
ち
官
一
日
川
町
民
日
付
時
間
一

催

m

車内
略
，
唱

す
a
w

‘
、
阿
波
高
山

森

T
伶
母

島
附
四
郎
円

総
司
3
ル川

崎

J
U
九

d'

3
p旬
、
‘
、

予五L主

~t~込
議 H:'

持

徒主

't.主
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のお茶を販売

会
長
の
雰
苦
手
答
申
心
に
一
け
さ
れ
、
己
己
十
年
間
金
り
益
さ
れ

ー
も
白
白
眼
を
求
め
る
手
作
り
運
動
、
一
て
い
t
全
〈
自
問
。
ま
ま
の
長
畑
で
あ

士
聖
司
る
運
動
な
4
心
軒
目
槽
躍
を
一
っ
ち

追
手
レ
て
い
る
神
事
川
県
・
藤
沢
市
・
一
企
画
事
り
は
、
野
性
白
一
世
相
な
崎
物

量
生
田
研
兜
金
位
、
含
午
一
日
吉
一
に
す
っ
ぽ
品
い
閉
さ
れ
て
い
t
拍
車

-
週
間
、
躍
沢
駅
前
の
さ
い
か
嬰
7
パ
一
白
木
安
宅
で
、
草
量
世
に
よ
る
轟

1
ト
で
、
有
樫
輯
培
(
由
知
量
桂
〉
昭
一
培
歩
仔
い
、
昨
年
五
月
に
は
宅
産
省
t

お
高
を
匝
掴
臨
時
し
だ
一
ち
の
一
協
力
で
、
抽
出
て
の
課
ヨ
み
と
手

事
弁
さ
ん
島
は
三
年
刷
、
お
糸
白
庫
一
も
み
白
布
糸
砂
作
る
己
と
が
で
雷
有

地
・静
岡
県
・
輔
京
市
西
肱
の
需
量
揮
一
面
高
町
一
生
画
に
世
わ
れ
る
量
調
は
、

苦

言

E
、
白
熱
量
苦
」
匝
D
組
む
一
軍
人
か
主
主
信
基
れ
な
い
〈
島

村
十
回
開
さ
ん
と
出
量
っ
た
一
い
多
〈
、
し
か
も
晶
蓄
は
摘
ん
で
か
b

そ
れ
以
来
、
お
宜
に
証
一
歩
世
相
て
ご
周
も
晶
一
わ
れ
ず
に
制
審
¢
れ
る
と
い

-
F
-
寧
也
学
肥
料
申
島
曜
に
剛
ら
な
一
ぅ
.

h
p
「
お
茶
づ
〈
h
u
」
砂
推
品
し
て
き
一
陣
井
さ
ん
は
「
お
来
四
日
付
聞
か
、
奇

士

。

一

年

ー

か

ら

「

み

ず

ほ

の

会

」

の

一睡片付#温

そ
の
桔
眠
、
村
上
さ
ん
を
中
心
と
し
一
え
事
あ
で
n
よ
り
多
〈
の
人
々
に
f
u

t
「
y
キ
ツ
企
」
が
吊
れ
七
続
い
て
一
で
も
貴
金
な
お
長
を
'
E
E
の
簡
で
も

ム
「
卑
は
「
み
ず
ほ
の
告
」
も
喰
ま
れ
、
一
買
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
の
告
の
盟
国

寺
は
九
軒
目
体
品
者
が
並
々
な
ら
ぬ
持
一
明
、
情
貨
の
軸
か
さ
ら
に
広
げ
、
-
世

力
b
v
ι
問
け
て
い
る
。
一
母
方
々
に
も
と
肘
嗣
し
た
と
己
る
、
さ

串
語
、
村
上
さ
ん
由
一
完
で
、
=
一
年
一
い
か
堅
ア
パ
ー
ト
白
山
市
力
潜
憎
て
望
調

削
「
よ
自
問
地
区
・
火
構
山
の
す
雪
L
約
一
で
き
ま
し
た
」
.

}
八
O
坪
の
葺
聞
を
世
り
哩
げ
る

ιと
一
己
白
お
需
は
、
さ
い
か
割
地
下
貴
料

が
で
き
ち
そ
己
は
-
一
，
+
年
前
に
拙
付
一
品
出
p
a
咽
ゼ
取
旦
担
わ
れ
る
.

「安全な作物を望むJ
名芸明神

t lfp 
に、碍中

日菱石畳

iii言農家の青年と語る神奈川中地区
高を畠富

、自然農法、

神奈川県藤沢市食生活研究会

一療の

聞
一
製

新一
畑
品
川

人
一
期
然

婦一

欝
丸
、

.
、
鳥

国

必伊川

舌ヨヶ〈揮3唖!s贋物軍司3

島
D
、
梢
提
訴
宇
レ
ザ
伝
馬
η
え
る
必
「
轟
仕
」
は
も
ち
内
ん
ギ
コ
ン
テ
ィ

唱
の
な
い
範
囲
白
問
阻
ま
で
か
か
え
プ
活
動
に
揖
抽
的
少
加
.
「
開
睦
」

る
と
き
軍
高
り
ま
ヲ
」
は
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
旦
ク
リ
エ
l

さ
ら
に
大
剖
蝿
の
圃
臣
、
同
補
む
U
a
y
を
岨
し
て
い
る
と
り
己
と
.

m
世
し
合
い
も
摘
極
的
に
す
す
め

τ
現
証
穆
本
的
な
4
7
J
え
古
と
し
て
、

い
る
シ
ャ
m
t
若
い
人
と
の
宮
崎
を
輔
唱
し
て
い

「
商
品
包
世
田
、
解
加
拘
町
開
園
る
.
と
〈
に

ιい
人
の
合
理
的
な
品
F
J

『
〈
E
白
金
」
白
金
兵
器
じ
阿
部
〉
」
白
阿
部
で
冊
属
し
、
月
一
E
の
童
、
穴
井
町
ぐ
ら
し
の
さ
な
ど
、
吉
崎
生
面
で
の
話
し
合
い
え
方
白
震
を
見
出
じ
、
年
代
田
断
一

宮

υて
、
民
主
両
、
開
人
古
田
町
品
会
話
占
、
延
長
圃
四
つ
の
き
努
で
、
ハ
ム
な
ど
の
章
一
ぐ
聞
〈
よ
う
に
し
て
お
主
。
す
桂
な
ど
の
な
い
よ
う
大
い
に
勉
強
し
一

金
品
苦
、
七
つ
の
曙
輯
に
あ
る
己
に
窓
が
な
い
と
の
己
と
で
す
斗
今
賞
品
草
草
地
に
輩
出
そ
季
世
、
代
晶
、
喜
剛
や
き
珂
解
し
て
い
き
た
い
と
も
帽
さ
れ
る
。
一

白
b
川
さ
ん
、
さ
す
が
腰
轄
の
拐
土
町
中
の
南
貧
国
に
も
山
間
白
多
く
の
人
し
、
プ
タ
な
P
ほ
胡
長
曙
内
で
闘
宵
ザ
ぞ
れ
ま
す
し
、
政
再
ず
ベ
汚
点
は
車
与
は
、
杓
輔
の
問
圃
に
ル
守
に

一

?

と

い

っ

?

感

じ

町

賛

同

人

.

一

月

輔

極

旬

L

h

m

h

岨

み

、

ま

た

、

今

岡

田

一

一
言
刊
誌
げ
叩
東
奔
西
走
の大
活躍

h
智
弘
二
日
比
一
説
話
一

ど

す

る

と

-

目

白

体

み

も

な

い

か

も

』

闘

鵬

苛

蝉

司

胡

町

岬

油

田

F

巴
ら
れ
な
い
た
め
担
近
曲
が
な
い
、
一

レ
れ
な
吟
そ
れ
ほ
義
君
、

n上
福
岡

市

「
く
ら

し

の
会
」

H

ヤ肉、

5

2

0

室

長

主

力
的
打
勢
混
じ
ら
れ
る

.

a

闘
F
除
・
拾
を
吐
い
よ
う
に
括
れ
る
の
で
、
今
世
は
一

『

〈

ら

し

の

さ

の

貧

は

聖

石

川

正

校

さ

ん

a
サ

ペ

ー

¥

聞
時
公
開
障
問
状
雲
寺
、
主

主

主

O

名

と

市

古

意

の

E

ょ

う

7

.

泊

も

勉

学

片

岡

肯

針

及

ぴ

捕

人

間

ι

で
も
位
ぞ
ろ
い
白
身
者
の
民
り
で
に
、
よ
り
ま
な
童
話
革
捕
し
よ
ザ
る
な
y
じ
て
、
と
に
か
く
安
主
よ
〈
桝
揮
し
を
れ
ま
す
、
士
だ
一
閣
に
主
い
に
取
組
ん
で
い
き
ま
』

あ
さ
と
が
心
強
い
と
も
お
っ
し
ゃ
う
ι、
合
凪
一
丸
と
な
っ
て
、
五
日
品
白
樺
惇
努
め
て
お
り
ま
す
」
割
策
事
、
宅
カ
リ
ン
な
ど
、
自
ず
.
己
由
工
畢
は
眉
布
各
州
人
告
が
且

る
・
在
室
し
て
八
年
と
円
は
揖
市
白
日
震
の
A
と
か
ら
ケ
チ
キ
ぷ
の
合
聞
に
も
訪
問
家
号
、

商
品
目
に
つ
い
て
は
、
書
喜
占
共
通
し
て
出
〈
置
で
昔
、
方
向
一

民
、
歪
吋
時
は
貧
も
申
論
ッ
プ
、
「
足
柄一
」
か
ら
は
無
嚢
?
f
の
あ
い
さ
つ
経
し
い
.
輔
さ
れ
な
い
の
が
瞳
念
で
す
J
f
D
T
け
の
よ
う
な
明
か
し
た
の
は
E
ι

に
し
担
と
己
ろ
八
O
O
名
が
加
入
し
ジ
子
l
ス
な
ど
三
十
唱
摘
百
世
令
童
「
地
九
M
L
笠
，
の
丙
瓦
が
出
品
ず
呈
η
理
解
苦
れ
る
日
も
乗
る
で
し
ょ
に
あ
た
ア
た
記
者
一
人
で
は
な
い
だ
牛

芝
う
で
7
.
し
か
し
云
一
年
前
に
会
品
ま
め
て
そ
即
骨
じ
ま
し
た
る
と
芭
2
と
で
し
奈
商
工
会
四
品
、
そ
の
自
主
た
ち
の
T
で
一
A
t

z

R
耐
を
と
っ
た
と
己
ろ
瑚
亜
の
ム
再
凪
問
、
E
れ
だ
げ
の
引
帽
に
判
断
不
以
民
対
な
y
b
v
あ
D
、
話
し
合
い
が
世
H
も
早
〈
軍
用
ず
る
よ
っ
唇
A
し
な
噌
旺
で
は
帽
主
人
と
4
9
Z
4
0
ん

Z

世
に
な
ヮ
た
と
白
己
と
.
レ
か
し
少
ヒ
は
R
U
ま
し
た
」
さ
れ
ま
じ
た
伊
、
間
冒
符
と
L
て
ほ
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
.
」
一
人
の
己
〈
手
凡
な
ャ
い
帽
で
高
る
と

干

z

芸
術
室
。
と
ま
り
も
よ
〈
、
霊
ま
た
「
埼
玉
県
岡
阻
害
完
全
を
K
対
お
由
石
な
い
己
と
官
、
正
『
霊
こ
霊
』
『
富
』
己
の
こ
と
.
m
五
十
六

8
.

日

置
は
「
嗣
揖
部
」
「
調
膏
部
」
「
広
報
坦
踊
レ
、
t
閉
山
下
掃
の
会
、
E
豆
聞
に
意
見
浄
一
定
し
た
と
こ
る
、
小

売

由

主

ぶ

の

性

が

財

人

会

的

雫

固

で

畠

昌

三
部
」
乙
れ
苦
時
括
す
宅
事
集
部
(
企
〈
ら
し
を
4
F
J
え
る
会
、
ぃ
福
岡
市
く
席
を
ど
う
す
る
し
i

誌
、
と
の
暗
闘
も

D
、
『
肋
刺
殺
」
は
研
障
会
の
間
信
、

事

一

胞

団

川

川

明

日

M

h

z

明智189事簡 ユ 54号f木曜目 )

〈
-
R聖
J

め

る

働

さ

が

あ

り

ま

す

.

し

で

す

捌

を

早

〈

泊

し

ま

す

.

車

E

レ

し

、

輯

め

の

帥

輯

喧

入

れ

て

さ

・

穆

P

、

昔

、

買

掛

か

り

哲

来

し

て

吉

〈

担

割

V

帽

輔

が

、円
d
y
〈
と
晶
血
閏
の
原
因
ち
に
繭
ワ
め
る
・

川

〉

奪

曜

の

置

と

仕

事

史

君

回

収

軍

駐

寝

に

よ

り

害

、

7
月

と

な

り

臭

事

に

択

の

ム

で

守

主

事

室

主

義

喜

壱

y

に

ト

5
震
に
は
眉
か
れ
て
い
ま
す
.
よ
り
日
円
出
つ
γ
き
ま
す
が
、
問
種
目
体
に
不
調
室
t
主
ず
.
詰
め
て
併
存
す
る
.
紅
玉
内
外
の
り
ん

イ
〈
血
理
学
大
空
間
に
は
~
間
内
初
牛
に
日
早
い
聞
に
事
、
と
R
A
U
晶
り
で
す
。
り
ん
ご
を
主
投
に
し
h
h
料
理
E
m
場
合
は
、
そ
の
H
暗
に
よ
り
伸
抽

l

I
に
噂
入
さ
れ
用
園
田
に
鞄
毘
し
+
白
血
「
祝
・
つ
が
る

・
ゴ
!
ル
早
シ

・
1

h

m

骨

苧

ん

巴

圃

を

訓

轄

す

る

.

樹
で
一
品
培
地
は
Z
R
轟
に
つ
ぎ
、
職
倍
、
畳
1
キ
y
グ
・
紅
玉
-
T
酷
・
む
つ

・ふ
材
剖
紅
主
古
田
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
1
骨
や
島
A
P
九
日

時

日
立
雫
の
首
位
宮
茎
し
い
と
杷
さ
じ
・
素

・イ
y
ド
」

1
・
8
5
グ
ラ
ニ
ュ
l
商
問

a、
ょ
耳
、
り
ん
E
l
聞
に
対
し
て
帥
割
、

烈
依
れ
て
い
ま
す
。
語
、
t
t
E
久
巾
〈
商
摩
防
止
と
霊
防
止
マ
〈
酷
い
ま
ま
主
品
樫
は
と
D

シ
ナ
モ
ン
、
バ
タ
ー
は
緬
賞
。

z
h
m
の
昨
年
の
霊
セ
y
サ
ス
に
よ
る
と
、

が
ん
・
出
制
・高
血
庄
は
-
十
歳
肱
〈
、
宅
4
寄
り
に
し
て
(
皮
・岨
り
ん
E
は
九
g
t
悶
の
つ
い
去

幽
曙
欄
用
組
村
田
の
み
帽
樹
岡
地
円
高
る
量
軍
は
人
耐
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
.
っ
き
)
f
ノ
ニ
ュ
!
軒
、
ホ
ワ
イ
ト
』
か
ら
底
が
血
け
な
い
よ
主
宰
く
り
血

周

諮

土
砂
糟
宇
'j
ナ
モ
y
Z喧

τ、
り

騨

脚

=

F

L

ニ

ド

ーー
「

'
=

・

f
:ー
:

!

さ
の
穴
に
た
っ
ぷ
り
』
め
、
2
1

怒
り
九
ご
陀
自
さ
を
男
直
そ
う
3

5

、

i
i

F

-e

4

4

，‘
l

J

・

1

・

・

l

i

e

-

E

・
I

・

-

〈
な
る
造
、
巾
央
の
オ
1
7
y
で
隅
〈

閣

4

F

=

=

ニ

-

一

=

=

mvH
也君

骨
り
ん
E
y
l
ス

置
縄
創

期
と
岳
町
事
れ
て
い
ま
丈
高
岨
聞
の
臥
回
一
は
笠
に
塩
白
川
安
』
力
!
と
枠
内
に
広
口
び
ん
に
人
れ
る
.
か
村
品
、
り
ん
巴
つ
街
、
帥
酬
ー
へ
さ
じ
l

隠

記

〈

成

分

V

P

Z

易

問

問

と

さ

れ

ま

す

.

b
ん
C

や
守
フ
タ
を
し
て
持
暗
所
に
お
口
l
剖
塩
小
さ
じ
珂
バ
タ
!
大
さ
p
i

醐
刷
齢
嵐
ピ
号
、
y
o
は
m
F
中
、
s
q
B
に
多
〈
含
ま
れ
て
い
る
方
リ
ロ
ム
は
、
目
静
勝
、
附
実
を
と
り
出
し
命
で
ζ一
し
り
ん
巴
を
六
つ
開
り
に
し
主
皮
と
芯

a
:

1
・
E
A

0

・
m
謡
叩
・
4
吋
、
昨
内
の
過
剰
ナ
ト
リ
Z
S
3
を
晒
口
Z
に
う
っ
す
・
宣
言
?
を
墜
一
E
P
と
す
る
塩
、
衛
門
て
き

pftヵ
リ
ロ
ム
・
ベ
ク
チ
ン
多
〈
瞳
は
り
シ
密
か
白
神
ぜ
っ
す
る
働
察
官
ま
ヶ
円
憧
・
ず
。
蝿
に
砂
網
、
車
、
バ
タ
!
と
具
に

町

宝

り

ん

巴

は

で

宮

担

鮮

や

か

で

す

勾

ゴ

曹

、

ク

エ

Y

陸

、

商

石

醒

を

肯

ん

官

ず

・

⑨

り

ん

吾

ジ

守

ム

ス

れ

て

』

暗

ず

る

@

の

い
ま
す
。
曙
組
問
立
と
轄
踊
作
用
に
ベ
ク
チ
ン
材
料
紅
守
一
宮
閣
制
n
E
レ
モ
ン
間
切
D

(
向
閉
白
高
し
問
ぎ
樟
に
か
け
る
}

す
ぐ
れ
て
い
て
も
、
島
ま
D
に
も
島
近

婦

〈
P
ん
ご
の
禍
亜
〉
悼
大
き
な
聞
章
じ
ま
す
.

M

個
、
率
制
9
1
拙
g
〈
消
費
窪
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
尾

に
畠
る
巴
長
男
ぼ
や
け
る
E
と
が
時

主

梱
夜
は
り
ん
E
の
中
に
あ
る
ポ
リ
7
ベ
ク
チ
Y
は
や
わ
b
か
で
す
が
、
不
り
ん
E
の
車
量
ほ
ど
の
苦
レ
を
ン
ノ
ト
審
埠
三

に
あ
り
宇
刑
、
り
ん
在
、
雪
一

代

エ
イ
ル
暗
室
毎
回
間
需
で
盟
理
な
の
で
聞
が
で
や
す
い
績
と
な
の
間
切
り
受
診
君
事
支

度
、
見
t
奈
良
い
貴
晶
子
・

現

さ
れ
る
き
、
重
は
己
申
重
Z
h
u
、
E
の
や
わ
ら
か
さ
は
踊
苦
露
て
煮
つ
め
る
・
と
4
2
t
E
E

富
三一==
-E
=
§==E=一
=一
三
三
主
主
-=
=
三
三
一
==一
言
=
=
=
=
=
==
喜一
==
E
===
=
=
====呈
E
=
豆
三
=言
=
一Z一=一
=E
Zさ
き
=
-
E
E
==
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=
=
==EE--一
=三
三
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=
一
三
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=
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=
=
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E
2
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2
=
z-
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==
三
三
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=
=
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い4
2
4
A叫

u

a

e

E

n

e

E

企

画

官

明

白

季

世

議

ぜ

午

挫

か

ら

は

各

国

悼

の

パ

走

霊

「

食

品

が

求

め

る

時

に

」

「

障

害

な

ま
し
と
民
一
平
ず
る
。
己
ち
b
の
2
1
ナ
に
一
フ
つ
る
。
聖
署
は
自
主
イ
ン
ベ
グ
生
君
主
る
た
め
の
撃
さ
と
、
そ

ー
で
は
、
地
区
県
葺
土
古
田
「
周
欄
と
ク
ス
唱
隻
ク
H
ニ
ッ
ク
明
辛
躍
回
車
部
れ
ぞ
れ
白
パ
事
7
1
白
a
m
随
時
中
品
腕
回

食
事
作
戦
」
の
テ
1
?
で
、
パ
永
ル
と
現
毘
と
国
立
世
葺
研
空
間
的
応
用
量
品
部
高
置
が
行
白
れ
た
.

窃
、
、
研
究
柏
県
が
括
丑
さ
れ
、
何
と
な
の
高
原
百
合
子
宮
哀
の
両
氏
.
持
り
に
啓
暑
か
ら
「
現
在
位
打
れ

〈
坦
り
過
ぎ
を
鼠
に
し
て
い
る
よ
一
フ
な
先
ず
「
苧
腔
船
産
白
献
立
咋
唱
に
畠
て
い
る
暗
度
、
ア
ル
カ
リ
置
の
貴
品
火

人
ぴ
と
は
、
熱
心
た
栴
制
を
向
性
る
.
だ
っ
て
」
c
r
!
?
で
、
学
担
柑
企
を
は
.
-
平
年
同
上
も
削
に
作
ら
れ
士
も

震
白
コ
ー
ナ
ー
は
庫
岡
市
栴
食
住
専
j

の
噌
摘
さ
ん
か
ら
.
配
さ
四
ッ
の
な
の
で
電
饗
き
な
い
.
卵
白
コ

ν

間
研
究
会
刑
、
「
間
島
体
質
副
定
」
を
葉
会
白
栗
山
さ
ん
か
ら
「
陣
屋
ヲ
〈
D

ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
神

哩
持
っ
て
い
る
.
哩
「
荷
草
す
れ
ば
企
は
ま
章
か
ら
」
と
つ
づ
ち
「
パ
ヨ
旺
置
に
泥
足
立
〈
て
も
よ
い
.
主
続

事
姐
方
な
P
H
冊
冊
崩
か
ら
の
世
筆
掴
y
ス
の
と
れ
走
塁
悟
の
尤
め
に
」
由
亙
恒
孟
剤
は
、
ま
だ
』
斉
巾
な
の
で
確

曹
司
も
空
け
ら
仁
れ
る
e
-

と
い
っ
た
具
合
チ
!
?
で
蜂
決
K
町
会
の
相
川
さ
ん
、
高
は
で
き
な
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

に
、
宅
h
り
つ
〈
せ
D
.

市
泊
費
明
活
研
司
告
の
南
岡
8
ん
一
ら
は
t
.

，h
り
の
む
の
樺
な
醐
っ
べ
'
と
い
う
一
足

璃
か
ら
世
一
壊
を
児
伊
蓄
す
.

何
げ
な
く
ユ
ニ
ッ
ト
木
輔
の
甲
問
や
童

市
の
竹
か
色
彩
に
働
ら
れ
F
6
と
り
と

り
の
川
ぬ
笠
あ
話
回
に
世
ら
ざ
や
量

か
さ
ぞ
か
も
し
出
し
ま
す
.
と
り
わ
げ
、

M有

昭和5ユ隼ユユ月25日

私

匂

りは正しい食事的
ロ

一 神奈川県藤沢保健所が主催一

アイロンtJ、廿の実習

会帯 ^ i事斤陸軍?

紅
東
甲
山
に
一
h
き
た
い
と
思
い
な
か
に
開
。
て
い
〈
、
全
ず
が
時
る
と
党
現
は
な
い
だ
み
う
勺
厚
木
の
よ
う
に
四

P

径
曹
に
応
は
れ
王
の
時
四
世
通
し
草
案
る
、
主
令
闘
が
Y
ρ
1
由
子
川
の
字
に
な
っ
て
と
い
う
巴
と
は
ま

て

し

ま

っ

ち

ま

わ

り

に

鋭

ま

D
、
ロ
l
y
ク
に
北
耐
ず
な
い
.
も
っ
と
も
日
古
白
よ
う
に
住

ド
イ
Y
で
も
紅
策
す
る
が
、
色
の
鱒
つ
け
わ
れ
、
電
試
を
れ
U
て
ク
y
X
7
主
事
情
白
悪
い
と
己
、
高
い
と
己
で
は

か
さ
モ
は
日
本
の
ほ
三
円
訴
ま
さ
っ
て
い
ス
館
業
合
唱
さ
れ
る
.
寓
邦
人
で
肌
珂
な
己
と
だ
と
厚
司
干
供
の
多
い

る
よ
つ
で
あ
る
@
友
人
が
日
ー
か
ら
丞
あ
り
情
較
的
に
も
興
な
る
払
に
と
っ
て
撃
で
は
隔
世
理
や
地
予
唱
に
大
会
〈
な

勺
て
〈
れ
た
吃
岨
本
か
ら
己
ほ
れ
た
一
も
融
曜
な
気
持
に
つ
つ
ま
れ
る
ひ
と

ι
っ
叱
子
供
か
担
立
の
場
を
作
っ
て
い

寝
中
か
え
官
、
そ
の
本
を
出
い
て
2
7
き
で
あ
っ
た
.
る
.
日
ふ
で
団
地
サ
イ
ズ
な
苧
と
い
う

「
阻
圃
づ
〈
り
は
‘
正
し
い
貴
事
か
タ
ナ
ス
の
醇
唱
が
ジ
ュ
タ
タ
Y
D
よ
会
-
置
な
P
託
町
が
L
ん
心
ん
と
降
D

岬
な
サ
イ
ー
が
ど
T

戸
レ
て
出
米
t
の

b
」
白
;
γ
1
7
で
、
十
一
月
一
H
'
R
に
し
き
つ
め
ら
れ
や
侮
を
、
オ
ー
バ
ー
し
き
り
J
f
白
山
口
に
躍
の
モ
ミ
の
京
白
か
、
コ
ス
ト
を
F
げ
る
た
め
と
は
且
う

市
民
会
面
小
出
!
ル
良
市
ザ
ゼ
、
神
鍔
を
宅
、
置
に
さ
ら
さ
れ
な
か
師
り
に
電
話
入
れ
ら
れ
昔
、
何
と
も
の
白
、
人
に
よ
っ
ザ
ん
は
そ
己
E
人
柏

市
県
・
醇
器
随
所
毒
自
「
霊
ら
岳
に
付
〈
心
の
中
は
、
ほ
ん
の
り
と
も
い
え
ぬ
羽
詰
な
唱
し
さ
で
晶
つ
由
大
半
字
む
し
す
人
も
い
る
と
R
2

づ

く

め

の

出

と

が

僻

さ

れ

た

。

あ

た

た

か

か

っ

t

.

t

.

割

切

れ

な

い

担

が

す

る

.

ゆ

っ

た

り

と

串
良
川
隅
ク
リ
1
ヲ
グ
環
境
樹
正
真
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
手
ア
イ
ロ
ン
の
事
輩
と
じ
て
、
ク
リ
!
ニ
V
J
グ
学
問
を
毘
一
宗
1
ル
に
位
、
開
属
品
開
体
制
r
十
一
月
町
ぷ
唖
h
r
官
ム
イ
ソ
で
は
毛
や
が
て
郡
蝿
c
a
m
抵
訓
告
廿
ら
れ
る
し
て
件
心
地
が
ょ
げ
れ
ば
ロ
1
Y
官
軍

同
業
組
会
、
は
、
部
間
三
十
回
ク
リ
I
仕
ト
げ
有
車
の
ジ
ミ
襲
摘
を
十
八
年
間
つ
づ
げ
て
い
ま
す
。
協
猛
圃
白
全
「
輯
龍
臨
き
く
毛
る
庫
祭
疋
活
の
空
工
乃
主
そ

z£pfリ1手
マ
ス
活
白

z駿協欄禦
耐
詰
抽
霊
ま
と
占
脅
め
柏
努
が
姦
さ
主
れ
、
そ
れ
か
官
ち
し
*
草
瞳
て
る
?
毒
宅
L
回
宮
と
め

zのな奈
い
喜

=
U
y
J
グ
草
室
芸
晶
歩
を
v
渇
ぬ
勾
尚
聞
い
て
い
ま
ず
丈
.
見
る
莞
@
一
日
教
翠
奪
骨
晴
叩
ほ
盟
潟
』
、
、
牢
恕
荏
晶
寺
，
争
べ
£
匝
」
』
が
川
開
閉2
か
か
れ
、
同
時
ト
£
に
「
悼
力
を
る
.

己
れ
は
グ
ル
l
4
プλ
で
、
申
込
A
也
秒
ぞ
グ
宅
-
じ
し
骨
一
ク
リ
1
l
つ
ヲ
〆
グ
に
開
ず
る
意
u
埼
昂
司1

揖
の
宜
一
生
活
に
世
立
て
よ
当
包
括
見
だ
め
し
ま
し
ょ
う
」
由
博
び
か
け
で
、
形
、
}
人
-
人
の
年
齢
、
趣
暗
を
歩
正
問
部
障
の
巾
に
は
ね
か
え
る
.
〈
た
び
れ
て
し
未
う
な
ど
と
い
う
己
と

t
柑
賀
福
田
棒
、
P
T
A
、
期
入
会
な
暫
情
」
に
つ
い
て
の
業
省
と
の
請
し
な
質
問
も
間
出
し
て
陸
自
活
見
に
畠
ふ
コ
y
ピ
a
1
M
m
ー
に
よ
る
体
方
陣
断
、
必
が
b
プ
レ
ぜ
y
ト
を
き
め
て
い
〈
、
二
日
H
は
珂
悠
や
宜
人
と
ク
リ
ス
マ
も
宇
な
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
巧
E

E
O
嘩
加
省
に
、
組
合
町
賓
宵
凪
世
田
舎
い
.
間
暗
主
に
つ
い
て
の
臨
れ
て
い
き
ず
。
一
日
韓
空
白
由
込
は
、
草
酷
断
、
両
民
間
電
な
P
Z
て
無
y
y
人
差
に
と
っ
て
ク
D
ス
マ
ー
を
す
む
す
、
日
本
で
い
え
ば
本
軍
に
か
、
晒
し
が
そ
れ
て
し
ま
っ
色
が
、
大

ク
リ
I
ニ
y
F
輔
、
プ
レ
ス
仕
上
槽
に
明
.
M
昨
年
ベ
恩
返
宅
予
約
ず
み
で
、
E
の
故
時
で
お
れ
J
君
震
を
叫
が
う
市
ス
(
パ
イ
ナ
ァ
ハ
テ
y
v
は
も
っ
と
も
あ
士
ゐ
由
民
に
装
置
が
ま
っ
て
〈
人
の
括
し
が
-
地
帯
し
た
と
巴
宅
、

よ
る
世
障
の
ク
リ
よ
ヲ
グ
処
蝿
の
し
嬉
広
の
粛
軍
曹
聞
は
四
時
間
.
事
加
申
は
主
岡
田
方
に
曹
ほ
れ
て
い
串
予
」
毘
で
闘
っ
た
.
踊
唖
な
意
書
陣
い
日
で
晶
る
.
ク
ジ
ス
る
、
私
の
呼
ば
れ
た
曹
で
は
大
入
、
子
守
棋
量
が
呼
び
入
れ
ら
れ
る
。

市
一〈
み
を
見
学
さ
せ
て
、
日
常
生
活
長
人
在
四
十
名
位
.
異
国
軍
の
禁
賓
と
申
井
副
建
設
晴
っ
て
い
ま
す
。
屋
市
ホ
1
ム
で
は
、
市
教
室
回
全
マ
ス
近
〈
な
る
と
面
白
広
場
に
号
、
、
白
供
二
一
十
人
位
い
が
唱
昔
、
大
人
と
大
干
併
合
と
っ
毒
E
が
れ
て
い

暗
一立

つ

よ

主

に

と

聞

か

れ

て

い

ま

す

.

謡

曲

料

は

不

要

.

お

申

込

は

左

£

へ

が

「

畳

近

の

芋

柱

括

童

」

を

直

協

婦

人

京

の

市

が

た

つ

、

己

た

ク

μス
マ
ス
が
掛

昭
一

コ

装

集

室

」

の

一

E

宮

、

若

者

ま

悲

し

査

や

重

吉

区

北

仲

通

旦

ア

言

霊

「

護

老

き

る

ま

」

の

世

れ

主

る

と

日

本

D

l

川
1

1

4

I

l

l

l

i

-

-

・

4

1

2

、

皇

売

開

τ「
?
ニ
ン
グ
申

kzzー、話
、

p
h一
一

Y

F

型

車

禁

川

ヲ

i
一

話

会

曲

富

市

し

、

中

で

も

蕗

豊

富

宮

市

遣

い

出

川

留

学

雑

記

M
・

0
酬

で

あ

る

・

日

本

と

控

3
一

な
利
用
の
仕
方
」
O
ア
1
7
J
て
い
〈
過
客
、
ベ
干
害
警
の
す
神
高
川
県
す
i
ニ
ン
グ
霊
童
景
色
白
仕
上
り
に
賢
官
自
問
心
し
た
.

|

刊

l

l

ト
I

l

l

l

ー

ー

い

ー

で
血
圧
円
借
別
に
特

明
一

師

。

講

義

が

約

一

時

間

.

る

高

融

和

躍

。

ジ

ミ

掠

き

を

同

円

高

た

同

業

組

合

事

掃

局

を

揮

め

た

.

且

の

い

在

輩

で

は

別

な

亡

と

は

な

い

た

一
団
ク
』
1
一
一
ン
グ
の
世
嗣
聞
を
知
あ
た
め
り
に
見
t
s
、
与
宇
和
也
ア
イ
ロ
y
の
か
咽
品
目
四
五
l
一
一
O
一
セ
角
田
四

量
生
間
融
持
グ
ル
ー
プ
・
四
ッ
曜
会
担
白
つ
い
た
モ
ミ
白
木
を
闘
っ
て
い
た
人
と
し
て
と
り
あ
っ
か
わ
れ
る
君
首
吃
三
十
-
目
白
世
は
夜
零
〈
ま
で
平
供

一

に

、

ド

ラ

イ

タ

ー

ニ

ン

グ

申

宗

主

実

習

も

あ

り

手

。

芝

草

食

堂

7

8

5

k

モ

し

て

Z

ス

マ

ス

事

芝

居

に

掴

堤

高

庇

の

上

組

長

い

の

年

酎

与

を

阻

害

て

い

て

、

テ

包

主

音

一

方
、
仕
ト
げ
方
、
ラ
ン
ド
H
1
目
出
い
「
均
一組
合
で
は
葉
狩
白
従
前
町
教
会
同
白
暦
官
官
T
!
?
で
、
ま
人
り
ー
ま
ん
と
う
え
る
、
干
世
田
出
量
じ
し
た
が
っ
ず
、
学
、
小
学
桂
、
胡
河
に
M
分
苦
れ
、
最
少
し
唖

A時

健康づ〈
ロ

ン
グ
奥
様
教
室
」

国

主
婦
の
グ
ル
ー
プ
参
加
を
よ
び
か
け
る

，-. 

一
日
ク
リ

l
ニ

三~

〈
神
奈
川
県

ク
リ

ー

ニ
ン
グ
環
境
衛
生

同
業

組
合

〉

〒14'東京大崎局区肉ツニー商事尉ビデオテレビ係 ・あなテ且時νピ昼食i孟やνコード、韓両晶表音)判なr.>崎義両(!設問したも閉ま摘入Eして察しむなE明Z治拡芭作t，法上、椛利者に..断でlJ!ffl"("Uぜι

第

一
回
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
ク

ー

ル

で
さ
る
こ
と
が
目
U
注
ん
で
や
る
ζ
と

に
血
吐
か
晶
め
ま
す
。
レ
和
し
各
自
が

午
z
u
b
ポ
ほ
+
へ
き
な
力
に
は
な
り
ま

ぜ
ん
.
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
喝
え

て
い
き
、
開
聞
や
骨
例
に
与
〈
析
動
で

は
な
〈
、
人
び
と
布
川
和
有
い
に
島
市
福
な

社
会
得
福
歩
】
通
る
た
め
に
白
丹
た
ち
で

で
さ
る
己
と
に
h
H
P
曲
し
合
司
て
や
っ

て
い
己
e

つ
と
い
切
っ
心
の
問
睡
で
す
凶

「
明
る
い
僚
か
な
人
間
町
田
」
づ
〈

り
に
は
汀
肢
に
よ
る
刷
耐
用
申
車
時
金
聾

輔
戸
げ
で
ヰ
九
住
ん
で
い
る
人
び
と

の
心
白
結
び
つ
き
が
必
に
よ
り
も
犬
同

で
す
.
み
な
さ
ん
の
申
に
は
、
今
ま
で

}
人
で
、
島
る
い
は
グ
ル
ー
プ
単
伊
ゼ

民
酬
し
て
い
ゆ
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
も
っ
と
も
っ
と
市
y
y
テ
ィ
ア
白

輔
砂
府
出
げ
て
い
〈
た
め
に
ら
、
皆
さ
ん

回
嗣
力
が
必
轄
で
す
』
と
品
い
さ
ヨ
、

全
日
付
砂
町
臨
「
f
主

C
ち

SONY.申

間月
る
い
豊
か
な
人
閣
の
街
てコ
〈
り

型宗・目黒区

断
嗣
・
閏
咽
川
区
桂
式
相
批
刷
A
A
R
で

は
十
一
月
圃
日
よ
り
九
固
ま
で
、
計
五

回
申
目
帽
で
、
揮
-
田
ポ
ム
J
Y
テ
ィ
7

1
ク
ー
ル
を
問
調
k
g
し
セ
哩
加
し

t
り
は
、
+
へ
苧
夕
、
主
掃
な
と
宇
宜
名

か
b
-
一+
名
で
、
一
皆
目
、
調
帥
を
闘
志

研
究
、
百
品
耐
す
す
め
ら
れ
、
寺
内
虫

開
申
ポ
タ
y
-
テ
ィ
ア
吊
酌
に
必
曙
な
回

開
と
金
酬
に
太
い
に
柏
か
さ
れ
る
己
と

が
期
掃
さ
れ
ま
す
.

テ
ー
マ
と
嗣
師
は

「
社
会
福
祉
と
住
民
の
間
割
」
l
白
川
一一凧

事
者
人
韓
合
研
究
所
・
小
暗
阻
栢
院

「
ホ
ロ
y
テ
ィ
ア
出
動
白
謝
状
と
問
圏

点」

1
令
開
計
島
村
刊
叫
臨
晶
岳
地
抵
組

個
師
白
部
員
・
本
む
宜
弘

「
目
黒
日
の
崩
排
鞄
担
の
調
状
」
l
宮

守
目
黒
区
厚
学
一
部
長

『
3
7
y
一
ア
ィ
ア
活
動
町
通
め
方
弁
歩

ん
I
ブ
泊
動
』
1
間
咽
学
問
突
拍
子
・
古

前
帆
i
T

「
宇
宙
を
日
え
て
l
話
し
合
い
l
」
l

中
島
戦
祉
協
抽
塙
国
祉
部
長

構
一
一
例
白
ポ
y
y
T
ィ
ア
ス
タ
ー
ル
を

開
催
し
た
戸
開
区
社
一
合
怖
晶
A
A
事

岬
同
此
は
『
ポ
↑
7
y
テ
ィ
ヱ
悟
酌
で
睡
も
た
切

な
こ
と
は
、
モ
白
一
位
曜
の
F
す
と
お
。

押
し
つ
け

Ihp守
る
の
で
は
な
〈
、

自
あ
的
立
浪
持
で
け
動
ず
る
己
と
で
す

お

暖房十冷房・1台2役hくまくん

ソ

一ー
か

だ

れ

で
も

簡

単

、
ワ
ン
タ
ッ
チ
録
画

お
出
か
吋
や
お
仕
事
で
.
見
た
い
テ
レ
ピ
昏
組
が
見

ら
れ
な
い
時
・
ど
フ
し
て
も
且
た
い
番
組
が
重
な
っ

た
時

z
録
曲
し
て
、
あ
t
で
ゆ
っ
〈
句
H
A
ら
れ
る
ピ

ザ
ア
オ
テ
レ
ピ
。
こ
の
ピ
ヂ
オ
テ

νピ
音
、
だ
れ
で
も
気

軽
に
、
簡
単
に
使
え
る
よ
、
フ
に
し
た
の
が
、
z
-
ー
の

ワ
ン
タ
ッ
チ
ピ
デ
え
で
す
.
①
で
電
源
を
λ
れ
、
②
で

テ
ャ
ン
、
王
げ
を
A
P
れ
せ
、
③
で
ワ
ン
タ
ッ
チ
録
画
.

も
う
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
ピ
デ
オ
が
楽
し
め
ま
す
.

シ
ン
プ
ル
な
メ

カ
で
、
お
求
め
串
+
い
鍋
俗

画
面
の
再
生
も
、
再
峠
ム
ボ
タ
ン
会

η
ン
タ
ッ
チ
.
E
て

も
簡
単
。
カ
メ
ラ
や
マ
イ
ク
も
、
切
り
換
え
ス
イ
y
チ

を
他
h
ず
、
按
統
す
る
だ
H
f
手
軽
仁
録
画
-
U
M
d

で
き
ま
す
。
こ
の
シ
ン
プ
ル
弘
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
織
能
の

簡
素
化
に
も
つ
な
が
っ
て
、
2
2
8
‘
0
0
0
同
と
い

う
、
お
求
め
や
す
い
価
指
e
荒
川
X
判
官
し
孟
し
た
.

鮮

明
録

画

・再

生

画

像

ピ
ヂ
オ
づ
〈
り
路
年
.
ッ
ニ
ー
が
つ
み
重
ね
て
き
た

多
〈
の
実
績
‘
開
発
し
た
ピ
ヂ
オ
技
術
か
ら
、
組
自

の
商
事
山
度
以
品
開
方
式
ベ
ー
タ
マ
ッ
ク
ス
を
採
用
.
前
耳

〈
ほ
ど
鮮
明
な
向
像
で
、
H
M
F
阿
・
再
生
で
き
ま
す
.

~ 
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表
番
組
録
同
や
留
守
H
H酬
も

い
ま
ご
覧
の
お
宅
の
テ
レ
ピ
に
も
E
H
H
E
E
E

ワ
ン
タ
ソ
チ
ピ
ザ
ア
オ
は
す
「
つ
け
ら
れ
ま
す
。
も
ち
み
ん
‘

1
つ
の
番
組
を
見
な
が
ら
ぜ
う
I
つ
の
番
組
を
録
曲

‘

ーー

す
る
裏
番
組
録
画
宇
、
別
売
h
リ
の
タ
イ
マ
ー
を
つ
け

て
‘
自
動
的
に
録
向
す
る
留
司
始
一
刷
も
で
き
ま
す
.

援
デ
ジ
タ
ル
タ
イ
マ
ー
n
T
I
幻
￥
9
、
8
0
0

ヒ
テ
万
一
Y
U
ヒ

月
づ
き
4
R
U
O
阿
で
ワ
ン
タ
ッ
チ
ビ
デ
オ
が

-
ソ
ニ
l
ク

νジ
7
ト
ご
龍
用
申
例

【
文
払
期
間
却
a
n
月
ボ
ー
ナ
ス
件
用
払
い
V

s
L
l
マ1
0
日
現
世
価
格
・
守
口
キ
2
つ
百
、
0
0
0

削
賦
価
格
2
・
￥
2
7
6
‘
0
0
0

支
払
回
数
初
回
・
支
払
期
間
初
会
月

実
質
年
$
1
9
3
1
0
J
E
t
s
-
7
9
%
以
内

ポ 軍第 B且
う】 1 
ナ 回 回

デオデピ
ス
目 目
月

増額払主

n 分
降 制払
払 ま金 世

￥E ￥28￥28 ￥a 7 i 
~lg18181i 底割SONY 

。日

目
立
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
的
理
証
書
は
必
ず
お
受
付
K
9
t
だ
さ
い
.

む
買
ト
J
げ
の
際
じ
肱
先
払
屯
F
陣
人
の
牛
刀
a
d
r
記
入
さ
れ
て
い
る
か
を
お
確
か
め
に
な
b
J
I
切
に
叫
ん
骨
し
て
〈
だ
さ
い
.
・

;' 

話
求
め
は
、
お
手
砲
な
苫
支
払
い

目

立

の
q

L
シ

γ
ト

宅韓政局副司}

さ。しノ一、
ノJ

ときには、ひとりh'it:1.Pにn分を見つめてみたいて、すね。

(J分らしさを1:かしたー納得のいく毎臼をお〈りたL、ものですの
Cが者 ‘ 

ご弘会:~1‘正治=丹:i:t:f~}

ftぞ*1-(こちヵτつでも、

、、~・

、ーし
、咽圃，

、-切

な日々 のために

品質を大切にするく技術の目立〉

刷

刷
制
的
一
問
、J1
肝

'
t七一
mp

O
H一刷
。
向
日

開
U
M
M
in-
日

Hdrhu
---"“ 

P
E
三

n

E
刊
一
叶

￥
ぷ

OC'.訓返位置五年内中央UU:. tø4品作M;1:fl"~由
自鋤温曳局面白~置wt，アル'1，ノフチて辺伝③

ヨ，."歯の広さ I:. :t.nm品品買 ~J;法"‘ξづい
て，1:泊Lていl.r. 
・屯1';肱hlえ上表舟よ刻:外凱温度が下
がるtこつれて抵下します、した会匂て、外

丸極度が憶す~て曜官能;}Jがィ、足'róJ星

合iム他の眼II!器具合併用して〈どさ同

・バしW:.Abc:山高とよ{ご相品<t!さャ.

セパレート2222EH

ピデオカセット仏
新価格で笠場

K-60・・・・・￥3，800
K・30・・・"l(2，650

匝昼~彊翠謁

眼房のめやす(ヒ→ー此j・"・・・

包E重量相続開u
d瓦三面撤臨時
冷房のめやす・"・"・・"・"

@正ヨo~l常習imH
q瓦ヨ事縦EmM
・この後湿の唖傍能力櫨 (50Hz地区

幻OOkcal/h..曲Hd飯K2，.900kcalih)ぶま
日み工主堤格(回612)仁もとづ舎、外a
i孟1t‘宝内也e:Zl1:て運転しt場合唱
放iIl.l:.ぷLτいます.

お葡置はお母さんの膚かさ

~" 

清潔で快適な埠嵐の欧出しによって

お部屋全体をやbらか〈暖める、暖

・冷房Fイプ「白〈む〈ん.いわIJ:'

お母さんのこまやかな心づ机叩ょう

とくに赤ち品』こ適した温風暖房

XIこはさbやか冷房。W ずーひとゥで

t二重情あふれる暖拐です二もちろん

L{みですから、強焼ガスやススの発

ヒートポンフ、'tMlt、裸火を用いない

生がなしイヤな臭気も立ちません.

Hに耳、ちぺdもがいιっし守るお宅に

切換えできる、1台2役のエアコンです。

... 
*飯塚きんちが智樹J{ん(1能胡}
横浜市港北IYI飯塚初男氏次男
rζの子主当面兄ちゃんoWf.子宮プす.
オモチ.'"ても骨てもニつ与え加、と
-t("~"令ζi二位。てLiいますU

L4コt

H 

むろたか

合天草白書んちのr裕張氏んれ帥肺
埼玉県岩槻市本町/天拍浅一郎氏次男
r長男色の年"が酒量れているのて
見~仲良{遂"，~，いますL
よZ汗がよ悼んEラ見て(IÛ~て払s

!@HETACHEJ| 

おすすめしたい、やわらかできtu、な

暖房ですユこの~から「白〈む〈んの

圃愛t占助J)"て快適にお過し〈だきも、

.‘二
、島野畑きMのr字もち"e/Vl日均
祖岡市草区/Jf.畑博1:.氏弘文
r ..tg;;子なの I:l.r人形な<J!.陶~Lll-ltA..
‘つも検閲阜や自動寧のよヨな
拐のZの*'"ヨf¥<("且んてトJ-r... 

.... 
v 

.u. • 
ヲー式官きんものr!最J{ん(2曲カ周
塀巾浜If車訪<<mlt富轟久氏長男
r寸毛チャJ凶4開閉タルマがλI{>.
Jむeのa創刊匹でドライプす!.D tI~
最高I~~げんなc i!lt'""t..J

"戸

1 畠
..~ 

O)IJJ:I 

安松永幸んちの『憲正メんl!曲附
車b:都練馬区I~古車明氏長男
'人が大勢〈るk晶ヨーコ司区びますユ
ゃ。色すわれるようI:'.!Jまし，'-
大変"おばあさん予なんですムs

晴 ~Þ~も会
.と4・

禽相「草寺んものr玄明'J{ん(~帥聞
神戸市東滋区/相Ili良治氏次男
'生まれたI: ~S.3qもあ。たんですよ.
パバが医者なんです抗告'"ーして‘
ζんな人~~.子~見たのtよ初。 τてLI.ニー s

• 
、ビデオデッキ固elamaxlSL-7100組合せ価格￥228，000(本体…￥'215，000RFユニット…￥13，000)

昆立息調.u先村式会位守>0，到~*&::.ua.~I.Z-!!i-I 2圃:a:t.iì!~ti)TEL(03，' 50Z.2111

a立~旬ト除式会批〒附S 泉広&!2筒厳愉2-15-12圃立受怠製8lTEL(03)5田・2111宮司JtC-1l-‘



婦人新聞

九AJE--ι .JÞ..九~~九一 時望書ー妻名義票1暴ι
く新製品紹介〉… 信治Aω 代決~評論ゅ -HMmji 食
画叫叫叫州州i附佃陥 3畑却却出出出iul ;川の以人げ司叩干干3司午中恥患炉Vドドzわ九Uい、l川1111 嗣酬酬|にに司吋HI~川リ 1川柵川柵l官μι叫凪凹剛111川11川ID'紅ギ司叩叩，-砧!刈11凪[\'kと与主 { 臨rけ3匂り3季草き自ド定幻2 口悶ロ = 
I [巳二二ニ3 、一州1In，.川川訓訓|川1111111川11川山11山川11川11山11山II~巳=コ;訓訓副齢1 1\1 ~A...、:x....... _M、.. 喜主千香千 。実を的半 ζ 、
'J "'~III.IIIIIIIIIIIIIII~州111酬日ごと旬、国 {芸裏金堅金付給付と 22i 

.吋川吋叫"川刈刈a川叫叫6川叫H川川l

;与;i程賠i露語出i信践!詰i長詰;告詑担:2告i詰;詰持持!詳言詩開間;;号誌能税、i註揺出i長器出出i言詰出i詰誕能蝉i話器出i告告i長i〕巴巴主立ぷ一一ι鰍J;;印問i詰出叫i詰出i詰;i出昨!民出郡!詰出i計!!烈;許;草z j 
ihifiE訓告幹部;麟璽麟韓麟jiijiiiiiiiii言語l
i交正孟吋持勺73d変一言 V2 懇欝機鶏勝機際機警察!鱗 izb言語ド勾多!な t-22 
i t客室31点おれ。92ミ話霊長d 翻灘議襲撃j"rr'Frl"'j"tムifj7 132imd建f持 V~ 杢 k j! 

J 一一

口江主i;iiiiiifii!iif総務以議ji523i住民毛足取引iiiii
J パコン七汁ー〉コソiiiiE52i詩55ヲ麟離盤麟難審議室 副監貯金22J居間 iは旨管持開事胆壁 i伊g持;喜部2ぷ5!号柘;b ? 
1(八f官17?
Fも一 HF宇私、区 なく記憾で 三~-一一一一一一一一一-一一一一一- 一

!i iiを i !最寄 : ;i jz 

itiziiiqtzitdh議品評され77155i222igi堅実2i開設明記Z31唱 和!?238山富35jA
妥 J 胡叫て良こ;闘像:;;露A〈守ii器i民ii下ミ弓i支申?ド手~守市員しぷE会 H 2M刊ち引!間筒李詳喜つ 警;喜; E計わ?ド託;ρrんγの霊; 義伊百白量季均写句Z叶余 与! ?詩;完害ろ言計世石誌g露dぺま弓i占かf2i部i詰;1端z駐i号

;話諜前自主話i三f手但栴卸言弘誕誌山品ぷぷ雇ζ諮?允コ~ 芸襲 ゑ山おM払サjλ弓i刊:弓?之γ行てす;i Z J~: 
託

;=;E話詰;Z詰;2:持;P許?詩;問題iiipiiiiiiiiiF55iifi!??jii部長期i詰!?期作
i諮問暗殺2吋 iE|輔 、・・・・料理あ… |臨時中山首 S

主禁2Z認さ量でrz | 監事曜 |の、代五dod二芸ド氏:苦
μ き 号訴五q 主ZE2321 臨調 122主控室要員z宣伝長。日れ i
ii!REiiiizihifi告知l盤 おいしい白菜 14jz刊号制5522
i討295El~ぬγせて号待長 |幽ー i室町許認三窓bZ実?間警盃

レ雪ン委 4E室長。的だて E。っ ず蛤ち誌に皇一足24 章一読へ呈ZZ智E示言問山;せ;15523をヵ:一円:実望号Epizjjj15れ話料民事れこれ突きR5斡革委さ

(4-) 

「狂乱物価の秘密j

昭和S~年~~月25日国壬~(第3種郵便物認可〉GiIi著書489号)第ユ54-号

婦
人
記
者
も
筆
を
と
る

現-， ..-!.... 

警護(審)
会心.rえ

縞聾 f評)
}ー・ 符 T 、¥ーノ

凶 盟国
期間5年・無記名

魁B霊盟

つくる喜び・・・
長銀の債券

も新登場u セキスイものほし台

白ひときわ安定性抜群

ク])ームホワイトシ!Jーズ

。清潔な自をペースに鮮かなプJレ
』とオレ'Y"2J'o

0コンク!J-ート台に匹敵する安定
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Oど乙でも干せる使矛Ijさ。折tコた
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景観音崎れ晴れ。広い窓、明るい室内から鮮かな景色。

袴のì/il:tL.季節のi来れEこう~~変え主主しさを増してい〈

日本。気の向〈ままに山から山へ、丘から丘へ。こんな

時、クルマの便利きに改めて驚かされま友広役、明るさ

が評判のフ7ν-.7~'-ト:前席から弘後席からも雄大な

眺望を存分に楽しめますLさら仁、テブνトステアリングを

ま古めとする充実した蕊備類やソフトな采り心地のシート

て遠出こも疲れ知ら古快速なロングドライフ，.，t'お約束

Lま士山々がみ〈色づ〈ころで主奥さまやお子さまl二美

しい日本の姿視せに、フ〉ν_.)'t.→。てファミリードライプ

Eこお出力市11こなりません台L

かたちO
ロ-)νフ'ラシと

ヘアードライ守ー、カーラーを
ま台にまとめた

新しも、美容器兵

、のままに

三震へ~I'-ドレッ'f­
~.水め 11....f:;近〈の電気広・7"-} ・クレ卦汁予，-}-でどう号

思し

. 未来を開発する

，、三菱電機

H0-360形￥19，800
本体色[立金書事で3色・セプテンバで・イエロー・メイ・グリーン・ジAライ・ブルー


